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1　 は じめに

　 小 学校理科 の 活性化 に 向けて ，「科学者 が小

学校で 授業を 」 とい う取 り組 み を実現 した。科

学者 （竹内）、サ イエ ン ス コ ミ ュ ニ ケー
タ
ー （笹

部 、村上 ）、 コ ア ・サイ エ ン ス ・テ ィ
ー

チ ャ
ー

（以 下 CST 、新 田）が
・
丸 とな っ て連携 し、

単 な る科学者主体 の イベ ン ト的な授業で は な

く、本格的な連携授 業を開発 し協働 して 授業実

践 を行 っ た。

2　 意義 に つ い て （メ 1丿ッ ト）

【小学校 】
・

日常的なマ ス コ ミや IT の 情報や教科書等 の

図や 写 真で はな く 「本物」 の 最先端技術 ・研究

者に直接触れ る こ とが で き る。
・科学 ・技術 をよ り身近に感 じ、日常生活 の rlt

で も科学・技術に 意識的な つ なが り と関心 をも

つ こ とが で きる よ うにな る。

【研 究者】
・将来 の 科学技術 を担 う小 学生 に最先端研 究の

成果 や研 究 の 面 白 さを伝 える こ とが で きる。
・特に 小 学校 と い う科学者に と っ て 未知 な教育

対象 に有効な授 業をす る経験 をす る こ と で 、国

民 （市民）と の 対話 （以 下参照）の 意義を把握

で きる。
「国 民 と の 科学 ・

技術対話 」

  研 究者 はプ ライ ドが高 く、気難 し そ うで ど

　　 う接 した らよ い かわ か らな い 。

  準備の 時間を確保で きな い 。

  　研 究 内容 が よ くわか らな い 。

【研 究者】

  子 ども達に話すの に 慣れて い ない ．

  専門 的な話に な りが ち

  子 ども達の 興味が わか らな い 。

  子 ど もの 現在 の 知識が わか らな い 。

  授業 の 組 み 立 て 方及 び使 っ て い い 言葉や

　 漢字が よ くわか らない 。
4 　授 業実現に 向けて

●特別 授業 「光 の ふ しぎな性質 をみつ け よ う一1
・平成 23 午 2 月 24n 　（木）
畳9：40〜14 ：20
・南丹 市立園部小学校 6 年生 81 名

プ
ロ

グ
ラ
ム

10J！　 テ
ー

マ の 打 診 「光」

10 月 220 　（金）笹 部が竹内 に打診 ・承諾
11 月　村 一ヒ・新旧 の lr「ii 者に て 小学風 こ 打診

　　　　　　　　　　　　　　（学年決定）

11 月 24H （水） 竹内 、 村 E、笹 部打 ち合わせ

（阪 大 産研竹内研 ）

竹 内 の 研 究 内容確 認 → 授 業 と し て の テ ー
マ の 確

認、対象学年 の 確認 （窺在 の 子 ども達 び）知識 か ら

量子 コ ン ピ ュ
ー

タ
ーに ど うつ なげ るか）

般
研
究
発
表
　
第
二

日
目

　
　

記
念
講
演

科 学 ・技術 の 優れ た 成果 を絶 え 間な く創 出 し、

我 が 国 の 科 学 ・技術 を よ り
一

層発展 させ る た

め に は、（中略）研 究者が仕会 と真摯に向き合

い 、次世代 の 人材を養成する活動 はもちろ ん 、

倫理 的 ・法的 ・社会的課題 と向き合う双方 向

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 取 り組 み が 重 要 で あ

る。研究活動 の 内容や成果を社会 ・
国民 に対

し て 分 か りやす く説 明す る、未 来への 希望 を

抱か せ る 心 の 通 っ た 双 方向 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 活 動 を 「国 民 と の 科学 ・
技術対話 」 と し て

位置付 け る こ と と し た。

12 丿］ 27 日 （月）竹内、村上 、笹部 、新田 打 ち合

わせ （園部小学校）、実施 口決定、学校側 の 要望 の

確認 、授業内容の 確認 （子 ど も達 の 知 識 の 共有、

授業構成、授業の 流れ、使 用教材） 学校設備 の 確

認

ポ
ス

タ
ー
発
表

シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム

「国 民 との 科学 ・技 術対 話」 の 推進 に っ い て （基 本 的

取絹方金D 平成 22 年 6 月 19 日科学技術政策担当大臣

総 合 科 学技 術会 議 有識 者議 員よ り

3　実現に向けての 不安 （デメ リッ ト）

【小 学校】（指導者 ：教師）

  教育課程を考慮せず授業を され て 困 る。

    話が難 しそ うで オ タ ク っ ぽ い 。

2 月 240 （木）授業当 H
授業後　 ミーテ ィ ン グ

5　 CST が入 るこ との 効果
・打ち合わせ （12／ 27）にお い て 、科学 者が

考えて い た授業や 実験 につ い て 、子 ども達が ど

ん な反応 を示す か をあ らか じめ 予想で き、時間

配分や授業構成 を小学校の視 点で 検討で きた。
・授 業当 日にお い て 、子 ども達 の 反応を見て 、
CST が科学者に的確 に助言 で きた 。 そ の 結果

科学者が R 信を持 っ て 授業が で きた。
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